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地域と歩むコミュニケーション紙

主な内容
新委員でスタート
～宮古市地域協議会の委員紹介～

みんなの力で地域を創る
～平成29年度地域創造基金事業の募集～
～地域創造基金活用事業の紹介～

イベントカレンダー
　　　　　　　　小国の里にバッカリ広場 ふるさと再発見

長松の滝（新里・和井内）
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　地域協議会は、住民や地域に根差し、身近な地域づくりを行うため、合併前の旧市町村ごとの活動の要として組織されました。
現在、４地域それぞれで、地域課題についての協議、地域創造基金事業の選考などの活動を行っています。
　今年４月22日には、４地域の合同会議を開催し、宮古・田老・新里は第７期、川井は第５期の委員に委嘱状を交付しました
（任期：平成28年４月22日～平成30年４月21日）。そのほか、今年度の市まちづくりの指針となる経営方針について市長
から説明を受け、地域自治区・地域協議会の役割について再確認をしました。
　今後も地域の皆さんによるまちづくりへの取り組みを支援していく活動を進めていきます。

宮古地域

新里地域

田老地域

川井地域

会　　長　
坂本みゆき

会　　長　
中野　正隆

会　　長　
津田　重雄

会　　長　
中村　儀雄

新委員でスタート
～宮古市地域協議会の委員紹介～

2



みんなの力で地域を創る
平成29年度

◆対象となる事業

◆応募資格

◆応募期限

◆申込・問合せ先

地域創造基金事業募集!!地域創造基金事業募集!!
｢宮古市地域創造基金」は、地域における住民の連帯強化および地域の振興を図り､市民の一体感の醸成に資する
事業に対し、その事業経費を助成する制度です。

各地域自治区内における次のような事業に充当します。詳しくは次のページの活用事業をご覧ください。

応募の受付は、下記のとおりです。各地域自治区事務所に備え付けの申請書に所要事項を記載し、持参または
郵送にて申し込んでください。また、事業内容などについての相談にも応じます。
(※申請書は市のHPからダウンロードできます。)

1.各地域自治区の住民の連携強化に
　資すると認められる事業

○宮古地域自治区　
〒027-8501　宮古市新川町2－1
　宮古市役所　企画部企画課企画調整係
　☎　68-9064　FAX　63-9114

○田老地域自治区　
〒027-0301　宮古市田老字館が森129-2
　田老総合事務所地域振興係
　☎　87-2971　FAX　87-3667

○新里地域自治区　
〒028-2101　宮古市茂市2-112-1
　新里総合事務所地域振興係
　☎　72-2111　FAX　72-2116

○川井地域自治区　
〒028-2302　宮古市川井2-186-1
　川井総合事務所地域振興係
　☎　76-2114　FAX　76-2042

①地域の自主的な活動
②地域のイベント
③自治会(町内会)等の組織づくり及び活動支援
④自主防災組織づくり及び活動支援
⑤その他地域協議会が必要と認める事業

①地域自治区の振興に関するイベント
②地域文化の伝承等
③地域づくり団体等の育成支援
④その他地域協議会が必要と認める事業

2.各地域自治区の地域の振興に
　資すると認められる事業

市内に所在する団体(自治会、実行委員会など)

※各地域協議会での審査を経て、採択となります。　
※各地域自治区概ね500万円の範囲内で事業を採択します。応募状況によっては、年度途中で再募集します。

平成28年9月30日

応募期限

平成29年4月1日～平成30年3月20日前後

事業実施時期
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平
成
24
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
田

代
の
紅
白
歌
合
戦
」
は
、
平
成
25
年
度
・

26
年
度
の
２
年
間
、
地
域
創
造
基
金
を

活
用
し
ま
し
た
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
、

実
行
委
員
長
の
村
上
裕
敏
さ
ん
に
た
ず

ね
ま
し
た
。

Ｑ
．
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　
私
の
住
ん
で
い
る
田
代
の
鍛
冶
ヶ
沢

地
区
で
、
ふ
と
、
年
末
の
紅
白
歌
合
戦

を
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
た
ら
お
も
し

ろ
い
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
話
が
出
た
の
が
最
初

で
す
。
一
度
、
鍛
冶
ヶ
沢
地
区
だ
け
で
や
っ
て
み
ま

し
た
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で
田
代
全
体
に
広
げ
よ
う

と
な
り
、
今
に
至
り
ま
す
。

Ｑ
．〝
紅
白
歌
合
戦
〟
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

休
憩
を
入
れ
て
、
約
４
時
間
半
、
紅
組
白
組
合

わ
せ
て
40
組
ほ
ど
が
出
場
し
ま
す
。
総
合
司
会
や

各
組
キ
ャ
プ
テ
ン
が
い
て
、
前
日
に
は
リ
ハ
ー
サ
ル

も
実
施
す
る
な
ど
、「
シ
ョ
ー
」
を
目
指
し
て
組
み

立
て
て
い
ま
す
。
出
場
者
、
照
明
や
音
響
な
ど
の

裏
方
ス
タ
ッ
フ
は
、
地
元
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
っ
て
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
岩
泉
線
レ
ー
ル
バ
イ
ク
」
は
、
今

年
６
月
か
ら
始
め
た
新
た
な
取
り
組
み

で
、
今
年
度
の
地
域
創
造
基
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
に
つ
い
て

事
務
局
の
藤
村
茂
さ
ん
に
た
ず
ね
ま
し

た
。

Ｑ
．
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
？

　

地
域
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、

地
域
の
魅
力
を
高
め
る
方
法
は
何
か
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
岩

泉
線
廃
線
後
、
線
路
沿
い
の
景
観
を
維
持
す
る
た

め
に
も
何
か
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
全
国
の
廃
線
利
用
策
の
中
か
ら
レ
ー
ル

バ
イ
ク
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．レ
ー
ル
バ
イ
ク
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　

線
路
の
上
を
走
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
自
転

車
を
改
造
し
た
も
の
で
す
。
２
人
乗
り
と
４
人
乗

り
の
計
４
台
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
鉄
工

所
に
加
工
を
依
頼
し
、
今
で
も
、
利
用
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
よ
り
走
り
や
す
く
、
よ
り
楽
し
く

す
る
た
め
の
改
良
を
加
え
て
い
ま
す
。

人
を
つ
な
げ
る
場
に田代

お
も
し
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

廃
線
の
Ｊ
Ｒ
岩
泉
線
の
線
路
を
活
用

和
井
内
刈
屋
地
域
振
興
会

Ｑ
．
や
っ
て
み
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代

が
、
同
じ
目
線
で
楽
し
め
、
世
代
を
超
え
た
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
番
だ
け
で
な
く
、

準
備
か
ら
終
わ
っ
た
後
ま
で
、
田
代
全
体
に
共

通
の
話
題
が
あ
り
会
話
の
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
代
以
外
か

ら
の
お
客
様
も
増
え
て
い
て
、
様
々
な
人
が
集

ま
っ
て
つ
な
が
る
場
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実

感
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
続
け
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何
で

す
か
？

　
「
シ
ョ
ー
」
を
作
る
た
め
に
、
素
人
が
プ
ロ

に
な
れ
る
と
い
う
楽
し
さ
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
田
代
の
人
た
ち
が
楽
し
い
と
感
じ
、
自
分

た
ち
で
田
代
を
楽
し
い
と
こ
ろ
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
上
さ
ん
に
は
、
田
代
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
紅
白
歌
合
戦
の
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
お
も

し
ろ
い
こ
と
・
楽
し
い
こ
と
の
案
が
あ
る
よ
う

で
す
。
新
た
な
企
画
に
期
待
し
ま
す
。

乗
車
区
間
は
、
旧
岩
手
和
井
内
駅
と
旧
中
里
駅

の
往
復
６
キ
ロ
で
、
45
分
程
度
で
走
り
ま
す
。

Ｑ
．今
ま
で
の
利
用
者
は
ど
の
ぐ
ら
い
で
す
か
。

　

４
１
５
人
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
景
色
が
き
れ
い
で
気

持
ち
が
い
い
」「『
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
』
と
い
う
列

車
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な
音
が
響
い
て
き
て
楽

し
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

Ｑ
．
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
地
域
の
人
た
ち
が
元
気
に
な
っ
て
、
自
分
た

ち
で
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を
継
続
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
第
一
で
す
。
そ
れ
か

ら
、
地
域
の
外
か
ら
興
味
を
持
っ
て
来
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
、
地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
新
緑
の
中
を
走
る
レ
ー
ル
バ
イ
ク
で

す
が
、
秋
に
な
れ
ば
紅
葉
が
楽
し
め
る
と
の
こ

と
で
す
。
取
り
組
み
が
続
い
て

い
く
こ
と
に
期
待
し
ま
す
。

～第５回「田代の紅白歌合戦」～
　■日時：12月 25日（日）
　■場所：亀岳小学校体育館

～岩泉線レールバイク～
■出発　ＪＲ岩泉線岩手和井内駅
■運行　11月下旬までの土・日・祝日
　　　　10時、11時、12時、13時、
　　　　14時、15時発の１日６便
■料金　２人乗り・４人乗り共に１台 2000円
■問合せ　080-5564-2310

今年もやります！
ぜひ、ご来場ください。

田代の紅白歌合戦

岩泉線レールバイク
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７
月
17
日
、
市
魚
市
場
前
で
開
催
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
で
し
た
が
、
28
チ
ー
ム
、
関
係
者
も
含
め
約
６
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
長
さ
９
m
の
カ
ッ
タ
ー
に
14
人
が
乗
り

込
み
、
湾
内
往
復
６
０
０
m
を
力
と
息
を
合
わ
せ
て
櫂
を
さ

ば
き
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
と
も
技
術
が
向

上
し
、
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
、
多
く
の
観
衆
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
市
長
杯
を
創
設
。
東
京
海
洋
大
学
、

小
樽
海
上
技
術
学
校
、
八
戸
水
産
高
校
、
宮
古
海
上
技
術
短

期
大
学
校
の
４
チ
ー
ム
に
よ
る
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
初
代
優

勝
は
地
元
・
宮
古
海
上
技
術
短
期
大
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
９
m
カ
ッ
タ
ー
を
使
用
し
て
の
市
民
レ
ベ
ル
の

大
会
の
定
着
、
宮
古
の
Ｐ
Ｒ
、
水
産
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
た
ろ
う
大
漁
ま
つ
り
は
、「
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
と

地
域
住
民
の
幸
せ
」
を
願
い
、
昭
和
51
年
か
ら
毎
年
５
月
に

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
震
災
以
降
、
開
催
出
来
な
か
っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
５
月
15
日(

日)

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
地
区
内
外
か
ら
約
１
，

５
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
「
大
城
バ

ネ
サ
」
と
「
臼
澤
み
さ
き
」
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
や
、「
餅
ま
き
」

及
び
「
黒
森
神
楽
」
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
の
他
、
た
く
さ
ん
の
出

店
や
８
隻
も
の
「
引
き
舟
」
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
い
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

宮
古
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス
実
行
委
員
会

た
ろ
う
大
漁
ま
つ
り
実
行
委
員
会

「
海
の
日
」
宮
古
港
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス

復
興
た
ろ
う
大
漁
ま
つ
り

宮 古

宮 古田 老

　
“
僕
夏
（
ぼ
く
な
つ
）”
は
、
８
月
６
日
、
赤
前
地
区
で

開
催
し
、
今
年
度
で
６
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
住
民

や
地
元
企
業
の
方
々
に
よ
る
出
店
、
地
元
で
活
動
す
る
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
音
楽
演
奏
、
子
ど
も
み
こ
し
な
ど
、
来
て

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
祭
り
の
最
後
を
締
め
く
く
る
赤
前
音
頭
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

で
あ
る
首
都
圏
の
大
学
生

と
地
元
住
民
な
ど
の
参
加

者
が
一
緒
に
な
っ
て
踊
り
、

一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
約
５
０
０

人
で
に
ぎ
わ
う
祭
り
の
様

子
を
見
て
、
地
域
活
性
化

の
一
助
と
し
て
継
続
し
て

い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

み
ん
な
の
力
で
地
域
を
創
る

　
地
域
創
造
基
金
は
地
域
住
民
の
連
帯
強
化
や
地
域
振
興
の
た
め
の
事
業

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、
過
去
に
基
金

を
活
用
し
た
事
業
と
今
年
度
の
新
規
事
業

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
8
月
上
旬
ま
で
に
実
施
さ
れ
た

7
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
参
考
に
、
ぜ
ひ
、
地
域
創
造

基
金
の
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

僕
ら
の
夏
祭
り
実
行
委
員
会

僕
ら
の
夏
祭
り
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新
里
地
区
の
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
誰
も
が
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
み
、
健
康
の
保
持
や
体
力
の
増
進
、
地

域
や
世
代
間
の
交
流
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
、
６
月
18
日
に
33
人
の
選
手
が
参
加
し

た
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」、

７
月
に
は「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会
」

を
２
回
開
催
し
、
小
学
生
親
子
や
一

般
の
方
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
４
日
に
開
幕
し
た

ナ
イ
タ
ー
に
よ
る
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

リ
ー
グ
」に
は
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
展
開
中
で
す
。

　

今
後
も
、
新
里
地
区
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
な
ど
の
４

大
会
を
１
月
ま
で
開
催
す
る
予
定

で
す
。 　

「
お
ら
ほ
の
夏
ま
つ
り
」
は
震
災
以
降
、
L
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　

Ｕ
Ｐ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
や
賛
同
者
の
協
力
に
よ
り
「
L
Ｉ

Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｕ
Ｐ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
お
ら
ほ
の
復
興
花
火
大

会
」
と
し
て
毎
年
8
月
11
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
６
年
目
と
な
る
今
回
は
、
夜
店
や
「
松
本
哲
也
」

の
ラ
イ
ブ
の
他
、
昔
懐
か
し
い
盆
踊
り
を
参
加
者
が
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
賛
同
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

追
悼
や
復
興
へ
の
思
い
の
こ
も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
上

げ
と
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
老
地
区
内
外
か
ら
約
３
千
人
の
方

が
訪
れ
、
夜
の
海
上
に
打
ち
上
が
る

色
鮮
や
か
な
花
火
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　
毎
年
６
月
第
3
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
閉
伊
川
釣

り
大
会
」
は
今
年
で
28
回
目
と
な
り
、
参
加
者
44
名
が
川

井
地
区
内
の
閉
伊
川
本
支
流
で
イ
ワ
ナ
と
ヤ
マ
メ
の
釣
果

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　
数
日
前
に
閉
伊
川
漁
業
協
同
組
合
で
大
物
の
魚
を
放
流

し
た
こ
と
も
あ
り
、
記
録
更
新
と
な
る
52
セ
ン
チ
の
イ
ワ

ナ
を
釣
り
あ
げ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
閉
伊
川
の
清
流
化
と
河
川
環
境
保
護
の

意
識
の
向
上
を
目
的
と
し
、
参
加
者
に
は
河
川
の
ゴ
ミ
や

空
き
缶
の
回
収
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
井
地

区
の
小
学
生
に
は
閉
伊
川
美
化
の
た
め
の
標
語
を
募
集
し

掲
示
す
る
な
ど
、
釣
り
大
会
を
通
じ
て
河
川
の
環
境
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会

W
A
R
A
D
U
K
A

川
井
大
自
然
交
流
実
行
委
員
会

新
里
地
区
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

お
ら
ほ
の
夏
ま
つ
り
２
０
１
６

 

L
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ　
Ｕ
Ｐ　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ

  

お
ら
ほ
の
復
興
花
火
大
会　
　
　

森
・
川
自
然
力
活
用
型
か
わ
い
振
興
事
業

新 里

新 里 田 老

川 井

　
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
い
さ
と
実
行
委
員
会
で
は
、
子
ど

も
か
ら
年
配
の
方
々
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
い
る
、
新
里
地
区
の
夏
祭
り
「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

に
い
さ
と
」
を
８
月
６
日
に
新
里
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

特
設
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、
宮
工
一
心
太
鼓
、
茂

市
鹿
子
踊
り
保
存
会
に
よ
る
力
強
い
演
舞
が
披
露
さ
れ
、

交
流
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
大
抽
選
会
と

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
新
里
地
域
の
高
齢
化
、
若
年
層
の
流
出
が
言
わ
れ
て
久

し
い
中
「
活
力
と
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
」
を
目
指
し
、
賑
わ
い
と
交
流

の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
い
さ
と
実
行
委
員
会

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
い
さ
と
２
０
１
６
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月 日　　程 イベント名(事業名) 開催場所 内　　　容 主　　　催 地　域

4 ウェルカムフラワー
宮古駅、駅前商店街
など

ウェルカムフラワーの飾りつけ
※ 11 月末まで実施予定

昭和通りのおかみさ
んもてなしたい

宮古

6 12日～
（土日祝日）

岩泉線レールバイク
（地域もガンバルぞ事業）

和井内～中里
旧岩泉線の軌道を活用したレール
バイクの運行
※ 11 月 27 日（日）まで実施

和井内刈屋地域
振興会

新里

9 4日（日） 閉伊川川下り大会 2016
閉伊川特設会場

（湯ったり館下河
川敷）

ゴムボートによる川下り
閉伊川遊イング事業
実行委員会

新里

9 11日（日） 末前・青倉地区交流事業
末前地区公民館
グランド

末前・青倉地区住民の運動会 末前地区自治会 田老

9 25日（日）
新里地区スポーツ・
レクリエーション祭

新里トレーニング
センター・
農村公園

競技種目：
ペタンク・シャッフルボード

新里地区生涯スポー
ツ推進協議会

新里

9 25日（日） 川井地域大運動会 川井小学校 川井地域住民総参加の大運動会
川井地域大運動会
実行委員会

川井

10 8日（土）・
　9日（日）

夏屋紅葉まつり
山の駅　峠茶屋

「楓」イベント広
場

天然プラネタリウムナイトツアー、
ステージイベント、テント販売等

夏屋ろばた塾 川井

10 9日（日）
第70回記念

田老地区体育大会
田老第一中学校
校庭

田老地区住民の大運動会
田老地区体育大会
実行委員会

田老

10 16日（日） オータムフェスタ in 区界 道の駅区界高原 特産品販売・ＰＲ、郷土芸能等
オータムフェスタ
イン区界実行委員会

川井

10 23日（日）
早池峰マラソン
交流推進事業

主会場　
川井中学校

峠コース　30 ｋｍ
里コース　5 ｋｍ／ 10 ｋｍ

特定非営利活動法人
かわい元気社

川井

10 30日（日） 川井郷土芸能祭 川井小学校
川井地域郷土芸能団体の活動成果
発表

川井郷土芸能団体
連絡協議会

川井

11 6日（日） 和井内ふるさと収穫祭
和井内ふるさと
会館

地域農産物、餅・団子等の販売
十割そば食堂開設
ステージイベント　等

和井内区 新里

11 13（日） 江繋地区収穫感謝祭 元江繋小学校
地域の郷土芸能発表、
写真・絵画コンクール開催

江繋郷土芸能保存会 川井

11 19日（土）
～

復 興　
冬のイルミネーション

宮古市役所前
歩道橋

イルミネーションの設置
※平成 29 年２月 26 日（日）まで
　実施予定

宮古商工会議所
青年部

宮古

1 21日（土） ピヨンカフェスティバル
宮古市総合福祉
センター
健やかホール

手作り工作や積み木など、
親子が遊べる場の提供

MIYAKO.Revolution21 宮古

宮古市地域イベントカレンダー宮古市地域イベントカレンダー H28.9月以降の事業紹介H28.9月以降の事業紹介

平成 28年度 9月以降に予定されている地域創造基金事業を活用したイベントや行事などを紹介します。
※天候などの事情により、事業の中止や日程・場所などが変更になる場合があります。
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ふるさと再発見

340

106

25

陸中川井
JR 山田線

●大円寺

　宮古市役所
●小国出張所

バッカリ広場

至盛岡

至宮古

至遠野

を
行
き
来
す
る
人
た
ち
も
目
を
止
め
て
立
ち

寄
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ッ
カ
リ
は
昔
よ

く
見
た
の
で
懐
か
し
い
」「
か
か
し
が
リ
ア
ル

で
生
き
て
い
る
か
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
す
。
小
国
を
通
る
と
き
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
旧
小
国
小
学
校
近
く

の
酒
店
脇
に
あ
り
ま
す
。

を
行
き
来
す
る
人
た
ち
も
目
を
止
め
て
立
ち

寄
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ッ
カ
リ
は
昔
よ

く
見
た
の
で
懐
か
し
い
」「
か
か
し
が
リ
ア
ル

で
生
き
て
い
る
か
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
す
。
小
国
を
通
る
と
き
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
旧
小
国
小
学
校
近
く

の
酒
店
脇
に
あ
り
ま
す
。

　

小
国
で
は
古
く
か
ら
開
田
が
進
め
ら
れ
、
水

路
の
沿
線
や
川
沿
い
に
精
米
や
製
粉
の
た
め
の

バ
ッ
カ
リ
や
水
車
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
水
の

な
い
と
き
に
は
我
田
引
水
の
争
い
が
起
き
て
、

バ
ッ
カ
リ
を
壊
し
合
っ
た
と
い
う
事
件
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
水
路
の
整
備
が
進
み

水
の
心
配
は
解
消
さ
れ
、
精
米
や
製
粉
も
機
械

化
さ
れ
て
バ
ッ
カ
リ
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

小
国
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
水
の
恵
み

に
感
謝
し
祖
先
の
労
苦
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
地
域
創
造
基
金
事
業
を
活
用
し
、「
バ
ッ

カ
リ
」
の
復
元
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
一

昨
年
、
材
料
を
用
意
し
て
乾
燥
さ
せ
、
昨
年
は

加
工
を
施
し
、
今
年
に
な
っ
て
小
屋
を
組
み
立

て
て
よ
う
や
く
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
て
除
幕
通
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
か
か
し
も

仲
間
に
加
わ
っ
た
り
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
お
寺
を
訪
れ
た
人
た
ち
や
国
道
３
４
０
号

　

小
国
で
は
古
く
か
ら
開
田
が
進
め
ら
れ
、
水

路
の
沿
線
や
川
沿
い
に
精
米
や
製
粉
の
た
め
の

バ
ッ
カ
リ
や
水
車
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
水
の

な
い
と
き
に
は
我
田
引
水
の
争
い
が
起
き
て
、

バ
ッ
カ
リ
を
壊
し
合
っ
た
と
い
う
事
件
も
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
で
は
水
路
の
整
備
が
進
み

水
の
心
配
は
解
消
さ
れ
、
精
米
や
製
粉
も
機
械

化
さ
れ
て
バ
ッ
カ
リ
は
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

小
国
地
域
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
水
の
恵
み

に
感
謝
し
祖
先
の
労
苦
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

に
、
地
域
創
造
基
金
事
業
を
活
用
し
、「
バ
ッ

カ
リ
」
の
復
元
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
一

昨
年
、
材
料
を
用
意
し
て
乾
燥
さ
せ
、
昨
年
は

加
工
を
施
し
、
今
年
に
な
っ
て
小
屋
を
組
み
立

て
て
よ
う
や
く
完
成
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
も
参

加
し
て
除
幕
通
水
式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
か
か
し
も

仲
間
に
加
わ
っ
た
り
し
て
話
題
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
お
寺
を
訪
れ
た
人
た
ち
や
国
道
３
４
０
号

小
国
の
里
に
バ
ッ
カ
リ
広
場

小
国
地
区
の
大
円
寺
の
向
か
い
に
「
寺
向
い
バ
ッ
カ
リ
広
場
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
バ
ッ
カ
リ
」は「
水
唐
臼
」と
も
呼
ば
れ
る
農
業
用
水
を
利
用
し
た
も
み
す
り
道
具
の

こ
と
で
す
。
細
長
い
ク
リ
の
木（
長
さ
４
、２
メ
ー
ト
ル
）の
片
方
の
先
端
を
水
が
た
ま

る
よ
う
に
く
り
ぬ
き
、
も
う
一
方
の
先
端
に
は
き
ね
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。  

水
が
た
ま
る
と
き
ね
が
持
ち
上
が
り
、
水
が
こ
ぼ
れ
る
と
杵
が
勢
い
よ
く
落
ち
て
臼
の

穀
物
を
つ
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
閉
伊
川
沿
い
で
は
「
ガ
ッ
タ
リ
」、
県
北
で

は
「
バ
ッ
タ
リ
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

み
ず
か
ら
う
す

◆
発
行
／
宮
古
・
田
老
・
新
里
・
川
井
地
域
協
議
会
（
〒
０
２
７
│
８
５
０
１　
岩
手
県
宮
古
市
新
川
町
２
番
１
号　
宮
古
市
役
所
企
画
部
企
画
課
内
）　
◆
編
集
／
地
域
協
議
会
広
報
編
集
委
員
会　
◆
発
行
日
／
平
成
28
年
9
月
1
日
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